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　学校教育現場は情報処理技術進歩の恩恵が少ない

分野と言える．私も黒板に向かい授業を行っている

1人だ．教員の仕事は，部活動の顧問や担任業務な

ど多岐にわたっており非常に忙しい．どうすれば効

率を上げる（=学生と向き合う時間を増す）こと

ができるのか？　今までタブーであった効率を上げ

る取り組みが始まっている． 

　教員の主な業務の 1つに学生の学習理解度把握の

ための試験がある．中間試験，期末試験に代表され

るものであるが，単元が終わるごとに確認テストを

行うことも多いため，大きな負担である．また，結

果を分析し教育にフィードバックを行う作業も人手

で行われており時間制約から十分な検討や対策が行

えないことも多々ある．情報処理の分野に身を置く

方々はAI技術を活用すれば試験の結果を分析，学

生の弱点を見つけ解説を行い，理解をしているかど

うかを検証する問題を出すといった繰り返しを自動

で行う仕組みが徐々に可能な現状にあるはずと感

じられると思う．近年手書き文字を AI技術で認識，

意味理解し採点を行うシステムの研究開発が行われ

ている．本特集では，試験分野の自動化の現状を分

かりやすく解説いただいた．

AI 採点システムAI 採点システム
小特集小特集

　第 1の記事は，電気通信大学大学院情報理工学

研究科 植野真臣氏による「CBTの最前線」である．
CBTとはパソコンを使用して受験する試験で，新型

コロナウイルス感染症(COVID-19)で1カ所に集まっ

て一斉に行うペーパー試験の実施が難しくなり急速

にニーズが高まり，導入が進んだ．実用英語技能検

定や ITパスポートなどの資格・検定が CBT 試験を

採用している．印刷・保管・配送のコストが必要な

く，採点・結果発表が即時に可能で，データを一元

管理でき，集計，分析ができるメリットがある．海外

では大学入試試験にも活用が進んでいるようである．

CBTの最新状況を分かりやすく解説いただいた．

　第 2の記事は，（株）シンプルエデュケーション

平田直紀氏による「手書き試験の自動採点―教育業
界での採点システムの現状と今後―」である．各種
資格試験や大学入学共通試験と言うとマークシート

方式を思い出す．マークシート方式とは，回答とな

る数字など選択枠を鉛筆等で塗りつぶし，塗りつぶ

し個所を機械に読み取らせるように作られた紙を用

いた試験である．受験者数の多い試験では採点期間

が短縮でき，結果を分析できるなどメリットが多く

現在広く用いられている．一方受験生の個性や感性
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といったものを見極めることは難しく，利用個所は

限定される．特に低学年では文字を書くことを覚え

る年代であり，マークシート方式は向かない．学校

教育現場における教員の業務は，個別最適な学びと

協働的な学びの一体的な充実と主体的・対話的で深

い学びの実現に向けた授業改善など増加の一途を

辿っている．近年多忙を極める教員の負担軽減を目

的に，試験の採点，結果の分析補助，字を書くこと

を覚える年代特有の字の乱れにも対応した自動採点

システムの導入が教育現場で進んでいる．生徒が記

述した文字を認識し採点を行うシステムである．本

記事では教育現場での活用事例を含め自動採点シス

テムの仕組みや有効性を解説いただく．

　第 3の記事は，( 独）大学入試センター・研究開
発部 石岡恒憲氏による「AI 採点システムが変える
大学入試」である．大学の入学試験の難しさは，資
格試験のような理解度を問うものではない点にある．

大学入試では現在の能力ではなく高等教育を施すこ

とにより能力が飛躍的に伸びると判断できる人を合

格としたいという希望を各校が持っている．マーク

シート方式では学生の真の力を判断することは難し

く各校が試行錯誤を行っているのが現実である．入

学試験に記述式を採用し，学生の本質を見抜き合不

を判断できればよいが，入試特有の受験者数，時間

制限を考えると実現は難しい．本記事では記述式試

験の自動採点の現状を紹介いただく．

　文部科学省のWebサイトを見ると「子供たちの

学習状況を評価するために，教員は，個々の授業の

ねらいをどこまでどのように達成したかだけではな

く，子供たち一人一人が，前の学びからどのように

成長しているか，より深い学びに向かっているか

どうかを捉えていくことが必要である．」と書かれ

ている．これを実現するには教員の努力だけでは難

しく，情報処理技術の力を借りる必要がある．情報

処理技術を活用すれば試験結果データを各種方向か

ら解析を行い，見える化を行うことができる．また，

理解度の伸びを予測したりもできる．IoTの進歩に

より魚の養殖や農作物の成長を管理することはでき

る世の中になった．なぜ教育に活かせないのか？

それは人の成長を管理することへの抵抗感や，教員の

仕事を変えていくことへの抵抗感が原因なのかもしれ

ない．人はいろいろな考え方や能力を持っており，情

報処理技術が使われることにより教育の画一化が起

こる可能性があることへの抵抗なのかもしれない．情

報処理技術で教員の仕事すべてを置き換えることはで

きないが，知識の定着を図るなど情報処理技術が得

意な分野では情報処理技術の力を借り負担軽減を行

い，教員にしかできない人を育てる教育に力を注げる

環境を整備すべき時期を迎えたと感じる．
（2023年 3月 12日）



220220 情報処理 Vol.64 No.5  May 2023　情報処理 Vol.64 No.5  May 2023　小特集　AI 採点システム小特集　AI 採点システム

小特集小特集
Special Feature

概要

1 1 CBT の最前線CBTの最前線

　CBT（Computer Based Testing）は，従来の日本型テストとはまったく異

なる考え方に基づいたテスト技術で，単にペーパーテストをコンピュータ上

に置き換えたものではない．本稿では，CBTの考え方，最先端技術と問題，

について解説する．具体的には，1．CBTの世界標準，2．テストの測定誤差

と等質性，3. CBTでしか実現できない能力測定，4. CBTを用いた大学入学

者選抜，について述べる．

植野真臣 電気通信大学大学院情報理工学研究科

2 2 手書きテストの自動採点手書きテストの自動採点
 ─教育業界での採点システムの現状と今後──教育業界での採点システムの現状と今後─

　教育現場においてどのように採点システムおよびAI自動採

点が普及してきたか．GIGAスクール構想によって児童生徒に 1

人 1台のタブレットが配られた今，テストの在り方も大きく変

わっていこうとしています．採点システムの形態も，求められ

るAI自動採点も大きく変化していこうとしています．

  3 3 AI 採点システムが変える大学入試AI 採点システムが変える大学入試

　国内の大学入学者選抜でも自動採点は可能なのか，課題はないのか，個別入試で

活用して大丈夫かについて，自動採点システムの現状や海外での先行事例，共通テ

スト試行調査データを用いた知見を踏まえて論じる．結局は，利便とリスクの兼ね

合いということであるが，1）公的な試験においては複数の人間の一方を機械が肩

代わりし最終判断は人間に委ねること，2）短答記述採点では字句の指定が現実的

な利用の妥協点であると思われる．

石岡恒憲 （独） 大学入試センター・研究開発部
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